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　　　　学校法人伊勢学園
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1.本園の教育目標

２．令和５年度重点的に取り組む目標・計画

３．評価項目の達成及び評価

学校自己評価・関係者評価結果公表シート

　本園では教育の不易と流行の部分を見極めて、きめ細かい教育の実践に努めます。
　特に「あそび」を通して人間関係づくりや、自己実現のあり方を学び、共生の基礎的
な能力を育成し、成長させたいと願っています。
　知的欲求に応え「わかった」「できた」という「まなび」の喜びを体験させ、知的発
達を促す教育を進めます。また、美しい自然に触れたり、飼育・栽培の活動を展開した
りして、情動体験を重ね、豊かな感性を育てる教育活動を実践します。
知育・徳育・体育に加え特色ある園独自の完全給食活動から「食育」にも力を注ぎま
す。

教師はこれまで「何かを教える人」という一方的な立場でしか捉えられませんでした
が、価値観が多様化し「正解のない社会」「予測困難な時代」を迎える今そして未来、
子どもたち自身が考え、判断し、行動できる力をつけてあげる事が必要です。ただ、急
に何もかも子どもたちに判断を任せるのではなく、教師はクラスのリーダーとして子ど
もたちの様子をしっかりと見て判断し、「園児の可能性を伸ばし」、予測困難な時代を
強く生きることのできる人づくりに努める。

※(Ａ－充分、Ｂ－やや十分、Ｃ－やや不十分、Ｄ－不十分)

評 価 項 目 取 組 評 価

【教員の力量向上】
「質の高い教育」とは「園児の可能性
を伸ばす」ことと捉え知識や技術を
身に着ける為の研修や学びを行う。

研修会で得られた知識やスキルを日々の保育の中で実践し、
子ども達の反応を見る事で自分の学びを深めることができ
た。研修会に参加する機会に、他園の取り組みも知ることが
でき参考にすることができた。【評価－Ａ】

【適切な環境構成を心がける】
「園児の可能性を伸ばす」環境づくり
に努める。遊びを含めた教育活動が
展開しやすい環境を整える。

感染症対策にも留意しながら、子ども達の活動目的に沿った
環境設定に心がけた。子ども達の自由な発想や行動が発揮し
やすい環境を意識しながら準備を整えた。【評価-Ｂ】

【家庭との連携】
新しい教育要領の中にもある「幼稚
園と家庭の連続性」の確保のため保
護者との連携に努める。

バス停やお迎え等の際に保護者とのコミュニケーションのほ
か「連絡帳」を活用して、家庭での様子や園での様子を共有
することによって保護者との信頼関係を深めた。【評価－
Ａ】

【行事への適切な取り組み】
行事における達成感を通して主体
性や自立心、自己肯定感、自尊心
を醸成する。

子ども達の興味・関心、やる気を引き出せる導入をしっかり
行い、計画的に進め、達成感を感じられる行事運営を心がけ
た。夏休みや冬休みの期間に行事計画や準備を進めることに
より余裕をもって行事実施にあたれた。【評価－Ａ】

【食物アレルギーへの対応】
食物アレルギーを持つ子どもへの対
応と他の子どもたちへの理解につい
ての取り組み。

アレルギー児への対応は厨房担当者と連携を取り合い事故な
くすすめられた。アレルギー児以外の子ども達にも紙芝居な
どを活用して理解を深められた。教職員の協力で「楽しい食
事」の園目標につながるように努力した。【評価－Ａ】



令和５年度(2023年度)

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価

５．今後取り組むべき課題

課　　　題

将来様々な困難や問題
を自分の力で乗り越え
る力の土台となる「自
己肯定感」を高める

教職員の力量向上の
為、各種研修会で得ら
れた知識・スキルを実
践する

ＩＣＴ機器を活用した
確実で効率的な教育環
境作りを実施する

６．学校関係者評価委員会の意見

【通園バスの安全運行】
運転手と添乗教員が協力をして事故
のない安全運行に努める。

バス運行前の欠席連絡等の確認をしっかり行い、子ども達の
乗降の際の人数確認には十分注意をした。運行後の車内の確
認も忘れることなくできた。子ども達にはバスの中でのマ
ナーを伝え、落ち着いて乗車する態度や環境を作れた。【評
価－Ａ】

園児の出欠管理用としして導入したｉＰａｄを活用した出欠管理によ
り、能率的で間違えのない日々の園児管理を実施する。ＩＣＴ機器の活
用により、時間を効率的に使い、子ども達と直接関わる時間を大切にす
る。

　新型コロナウイルスへの対応が緩和されましたが、感染対策に気を配りながらの活動は大変
だったことと思います。そんな中でも、園の雰囲気は明るくのびのびとしていて、先生方も生き
生きとしていました。おかげで、子どもたちも保護者も安心して楽しく幼稚園に通うことができ
ました。
行事もコロナ以前のように戻り、子どもたちの成長をしっかりと見守ることができ、保護者とし
ても一緒に楽しむことができました。家庭との連絡も、急ぎの連絡はメールで、行事のお知らせ
は園だよりで、個々の子どもの様子については連絡帳でと、状況に応じて適切に連絡を取り合う
ことができ、とても良かったと思います。
また、英語の時間を子どもはとても楽しみにしており、家でも英語を話したり、歌ったりして、
その発音に驚かされます。給食も美味しいようで、子どもたちが毎日喜んでいます。
園の施設についても、トイレの改修や安全対策（バスの降ろし忘れ防止装置の設置など）を随時
進めていただき、安心して子どもの教育をお任せできる環境だと感じています。
先生方も研修会などでしっかりと勉強をされているようで、子どもたちを安心して預けることが
できます。これからも引き続き、子どもたちの成長を中心に考えていただき、安全で質の高い幼
稚園教育を続けていただけることを願っています。

【学年の枠にとらわれない協力】
日常の活動の中で教員同士が密接
に連携し合い、学年の枠を意識しな
い協力体制の確立。

日々の放課後、週末の会議の中で担当学年の子どもだけでな
く気になる子どもについて情報を共有したり、保育・指導方
法について相談している。様々な行事においても学年の枠を
超えて協力することができた。【評価－Ａ】

 新型コロナウイルスへの対応が緩和され、園の教育活動や行事も感染予防措置を講じながら、少
しずつ以前の形に戻りつつあります。その中で、私たちは「園児の可能性を伸ばす」ことを目指
し、日々の保育活動に力を入れて取り組んできました。子どもたちが主体的に考え、行動できる
環境を整えることに重点を置き、日常の保育や行事を進めてまいりました。成果はまだ充分に現
れていませんが、引き続き取り組んでいきたいと思います。
 また、登降園にバスを利用する園児について、降ろし忘れなどの事故を防ぐため、出欠席連絡の
確認や園児の点呼に十分な注意を払い、事故防止に努めました。
「質の高い教育」を提供するためには、教職員の研修を通じて知識とスキルの向上を図ることが
不可欠です。今後も、研修に積極的に参加し、この研修で得た知識やスキルを実践に活かし、子
どもたちの可能性をさらに伸ばせるよう努力していきたいと考えています。

具 体 的 な 取 り 組 み 方 法

日々の保育・教育活動の中で、子ども達が興味関心を持つ事を自己選択
し、自ら取り組む環境を作る。その結果の達成感や満足感を的確に評価
することで自信をつける事により自己肯定感を高めるようにする。

各種研修会に参加する事により、知識とスキルを学ぶ事ができるが、そ
の得られた知識やスキルを実際の保育現場で実践する事により、子ども
達も教職員も成長するように努める。


